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■はじめに

---------------------------------------------------------------------
年頭挨拶

～平成24年,広島県立生涯学習センターは，県内の社会教育関係者から「頼りにされる」存在として更なる成長を目指していきます～

【絆】

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

　さて，去る12月12日(漢字の日)，京都清水寺で恒例の『2011年「今年の漢字」』に「絆」が選ばれました。東日本大震災や紀伊半島豪雨等の大規模災害により，家族や地域の絆の大切さを改めて実感した平成23年でした。

　中央教育審議会生涯学習分科会においても「学びを通じた個人の自立と「絆」の再構築を目指して」の検討が進んでいるようです。

　辞書によると「絆」は「絶ち難いつながり，深い関係」を意味します。動詞として使うと「絆す（ほだす）」と読み，「彼の熱意に絆されて，その仕事を請けてしまった」というような使われ方をします。連携や協働といったシステム的な取組みを超えた人と人との関係を表す言葉です。昔から地域社会の「絆」は，互助社会を形成する上での共に汗を流す労働体験(田植え・漁業・道普請など)から生まれてきました。今回ユネスコ無形文化遺産に指定された「壬生の花田植」などもその一例です。また「同じ釜の飯を食った仲」というように共同生活の中からも生まれてきます。我が国では古くから若集宿，青年宿などが西日本地方に多く構成され，若者集団が村集団の自治や生産活動の基盤となり，地域での絆づくりに大きな影響を与えていました。（三重県鳥羽の答志島の寝屋子制度は現在に続いています。）

このように地域の絆は長い歴史の中で培われてきたものです。しかしながら，近代化・都市化などの様々な要因により地域で共に汗する活動は減少・消滅してきています。

わたしは，現況を鑑みて公民館等の地域の社会教育・コミュニティ施設が，地域の「絆」を再構成する最後の砦だと考えます。前述したように「絆」は労働や活動等の共通体験から生まれます。地域の大人や子どもたちが一緒にそのような活動を展開できる可能性を公民館は持っています。社会教育活動は，個人のためのものだけではなく，地域社会に大きく貢献できるものです。その取組みのリーダーシップを社会教育関係職員は担っています。今年も共に頑張りましょう！
所長　新田　憲章　　　
---------------------------------------------------------------------■広島県立生涯学習センターからのお知らせ
---------------------------------------------------------------------
【情報提供】

★生涯学習振興・社会教育関係職員等研修（報告）
　今年度の「初級研修」では，東部会場３グループ，西部会場６グループに分かれて，主に「学習プログラム開発」を行いました。４回の研修の中で，グループで協議しプログラムを作成していくことを通して，学習機会を提供していく上でどのようなことが重要なのか学んでいきました。

また，「上級研修」では，４グループに分かれて職員の資質向上，情報提供の工夫，地域の人材育成，企画立案能力開発といった日常業務の中での課題解決につながることをテーマとし，書物で調べたり，意見交換したりしながらまとめて，発表を行いました。

どちらの研修も成果物を作成するだけでなく，演習を通して学ぶこと，受講者･関係者のネットワークを作ることを目標としています。今後も受講者，講師，グループ支援者との連携を大切にしていきたいと思います。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/syokuinkensyuu/kensyuindex.htm
＜講師からのメッセージ＞　

上級研修を担当した清國（香川大学）です。上級研修とは，受講者自らが設定した研究テーマに沿った成果を毎回持ち寄ることによって成立します。宿題を出すのは自分自身であり，グループでの協議を進める中でそれを見つけていかなければなりません。「私の知識や経験を振り返って，この研究（テーマ）にどのような貢献ができるだろうか？」という気持ちを受講者みなさんが前面に出す，素晴らしい研修です。

今年の受講者から次のような言葉をいただきました。「私たちの研修成果について評価が欲しい。どこがよくて，どこに課題があるのか，特に改善点が知りたい。」社会教育関係職員は研究者ではないので，成果の質については専門的見地から不十分なところもあります。しかしながら，実務に有効な資料収集やそのまとめ方，提示（プレゼン）の仕方，つまり学習方法の習得はできたことと思います。研修の成否は，この学習方法を職場で再現できるかどうかにかかっています。それができなければ，いくら研究の質が高くても上級研修の成果があったとは言えません。

受講者の言葉はしっかりと受け止めなければなりません。どの程度のダメ出しまでなら耐えられるでしょうか^_^)。

（香川大学生涯学習教育研修センター長・教授　清國祐二）

★平成23年度第1回放課後子ども教室コーディネーター等研修会（報告）
当センターでは，各市町放課後子ども教室の総合的な調整役であるコーディネーター等の資質の向上やネットワーク化の促進を図るとともに，放課後子ども教室を支援する関係者等の情報交換や情報共有の場とすることを目指して研修会を行っています。

第１回研修会は，尾道市長江公民館と長江放課後子ども教室を会場にして11月24日（木）に行いました。受講者アンケートでは，「実際の子ども教室も見学でき，参考になった。保護者がボランティア等で参加されており，学校，地域等でつながっている」「学校，家庭，地域の連携についても，様々な関係性を示していただくことでその重要性と意識について価値付けられた」「色々な立場からの意見が提案され参考になった」などの感想があり，充実した研修会になりました。
今後，県内の放課後子ども教室での取組が更に充実していくため，第２回の研修会の開催や大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」の派遣など様々な支援を行っていきます。

今回の研修会で事例報告をしていただいた尾道市の放課後子ども教室コーディネーターの方の声をお届けします。

＜市町の関係者の声＞
今回は，「長江放課後子ども教室」にお越しいただきありがとうございました。研修の参考に資することができたのかどうか，一抹の不安を持ちながらも良い経験をさせていただきました。

尾道市長江放課後子ども教室は，原則毎日（月～金），具体的な学習課題を設

定して実施しています。特に，日常の身の回りのものを使って行う「ものづくり」に人気があります。指導員は，地域の高齢者のボランティアグループや児童の保護者グループの方々にお世話になっており，それぞれが実施日ごとに当番制で教室の運営をしています。指導者に児童の保護者がいることで，学校の行事やスケジュールなども良く分かり，大変助かっています。

尾道市の放課後子ども教室を実施する上で，大きな課題として受け止めているのは次の事項です。

○学校での授業時数の増加により，子ども教室への出席が遅くなり課題学習の時間をとることが難しくなってきた。

○指導員に専門性を求めていないため，課題のある児童への個々の対応が難しい。

○学習メニューを拡げたいが，指導員の確保が難しい。

コーディネーターとして，学習課題の掘り起こしや，指導員の確保，さらに教室の運営に関する相談等に取り組んでいます。今回の研修で県内各地のコーディネーターを始め関係の方々と交流が出来ました。また学習メニューの展開について講師からの貴重なアドバイスを得て，しっかりがんばっていこうという「ヤル気」をいただきました。ありがとうございました。
（尾道市放課後子ども教室コーディネーター　松原克之）
★「地域課題対応研修」を支援しています！
市町が実施する「職員研修」「家庭教育支援」「地域づくり」などの地域課題に対応したテーマに関する研修について，市町の求めに応じ，企画段階から支援を行います。県と市町，それぞれが担う研修で「学んだこと」や「学んだ人」が好循環する仕組み作りを目指しています。
「平成23年度地域課題対応研修支援実施要綱」等はこちらから↓　

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/syokuinkensyuu/syokuinkensyu.htm#3
★大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」派遣依頼を募集中！

　放課後子ども教室において子どもたちに豊かな体験活動を提供する大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」が，県内各地で活躍中です。「ワクワク学び隊」の派遣依頼を募集しています。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/wakuwaku/wakuwaku-top.htm
★「『親の力』をまなびあう学習プログラム」講座を実施しませんか？
「『親の力』をまなびあう学習プログラム」を活用した講座が，県内各地で開催されています。子育てについて，「自ら気づき，学ぶことができる力」を高めていく。それがこのプログラムの目的です。ファシリテーター（講師）が進行役となり，参加者同士が楽しく語り合い，学び合います。公民館での家庭教育講座や，学級懇談会，ＰＴＡや子育てサークルでの研修会など，様々な「場」で是非御活用ください。講座の実施をお考えの場合は，各市町の家庭教育担当課または広島県立生涯学習センターまでお気軽に御相談を。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/kateikyouiku.htm
· 視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）
１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
【生涯学習・社会教育お役立ち情報】

文部科学省から情報提供がありましたので，お知らせします。

＜教育＞
☆平成23年度「地域とともにある学校づくり」推進協議会（広島会場）実施報告
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/community/suishin/detail/1313420.htm
☆家庭教育支援の推進に関する検討委員会（第４回）議事概要
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/1313976.htm
☆「楽しい子育て全国キャンペーン」～親子で話そう！家族のきずな・我が家のルール～三行詩優秀作品の選定について
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/1314060.htm
☆親子で学ぶ消費者教育ワークショップ　「ゲームで学ぶ！冬休みお金の教室」の開催について
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/12/1314064.htm
＜審議会情報＞
☆生涯学習分科会（第58回）　議事録
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo2/siryou/1313292.htm
☆生涯学習分科会（第59回）　議事録
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo2/siryou/1313464.htm
☆家庭教育部会（第２回）　配付資料
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/025/025_1/shiryo/1313256.htm
☆教育振興基本計画部会（第10回）　議事録
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo9/gijiroku/1314297.htm
☆「第２期教育振興基本計画の策定に向けた基本的な考え方」について
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo9/sonota/1314428.htm
＜その他＞
☆公立社会教育施設災害復旧事業について
http://www.mext.go.jp/a_menu/saigaijohou/syousai/1312748.htm
---------------------------------------------------------------------
■リンク集

---------------------------------------------------------------------
【広島県教育委員会関連】
★広島県教育委員会
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座・イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】

★広島県立図書館（℡：082-241-2299）
http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/
資料展示「図書館で見つけるキミの進路」

＜実施中～２月中旬（予定）＞

http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/hp/menu000000300/hpg000000249.htm
資料展示「江の川流域の瀬・渕と民俗」

　＜1月５日（木）～３月11日（日）＞
けんりつ・おはなし会

　＜1月14日（土）14：00～16：00＞
http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/ct/other000001800/kenrituohanasikai-ura.pdf
けんりつ・おはなし会

　＜１月28日（土）14：00～14：40＞
http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/ct/other000001800/kenrituohanasikai.pdf
★広島県立福山少年自然の家（℡：084-935-7166）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
食べ物ワークショップキャンプ　～楽しく食べて考えよう～
　＜２月18日（土）～19日（日）１泊２日＞
＜申込期間：１月４日（水）～18日（水）＞

★縮景園（℡：082-221-3620）
http://shukkeien.jp/
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
【特別展】
「抱きしめたい！近代日本の木彫展」
　＜開催中～１月15日（日）＞
「第58回日本伝統工芸展」
　＜１月25日(水) ～２月12日(日)＞
【所蔵作品展】
岩崎博染織コレクション受贈記念 シルクロードをめぐる布の旅
　＜１月２日(月) ～４月15日(日)＞
彫刻家 圓鍔勝三の世界 　Part ２
　＜１月２日(月) ～４月15日(日)＞
寓意としての機械～エルンスト 《流行に栄あれ、芸術よ墜ちろ》
　＜１月２日(月) ～４月15日(日)＞
旅
　＜１月２日(月) ～４月15日(日)＞
歴史を彩る人々
　＜１月２日(月) ～２月12日(日)＞
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/collection/index.html

★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）
http://www.harc.or.jp/
平成23年度「ひろしまの遺跡を語る」古代の東アジアとひろしま

　＜１月21日（土）10：00～16：00＞

★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
冬の展示会「お宝拝見！広島の学校所蔵の文化財‐大学編[広島大学]‐」

＜１月27日(金)～３月25日(日)＞

http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/info_tenjikai23-daigaku.html
歴史民俗展示「春を待つ　三次人形とひな人形」

＜１月13日(金)～３月25日(日)＞

http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/info_tenjikai23-hina.html
新春速報展「新春を寿ぐ!　比婆荒神神楽　大神楽写真速報展」

＜１月５日(木)～３月25日(日)＞

http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/info_tenjikai23-hiba.html
歴風トーク「ここまでわかった　中国山地の原始・古代」

＜１月22日(日) 14：00～16：00＞

http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/rekifutalk.html
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
冬の企画展「ひろしまの城と戦－中世山城から近世城郭へ－」　

＜開催中～２月５日（日）＞

冬の企画展関連行事

　展示解説会

　＜１月８日（日）22日（日）13:30～14:30＞

冬の企画展開催記念講演会・博物館大学５

　＜1月21日（土）14:00～15:30＞

平成23年度スポット展示「アフリカの前期旧石器」

　＜開催中～1月26日（木）＞

スポット展示関連行事

　スポット展示解説会

　スポット展示「アフリカの前期旧石器」から

　＜1月９日（月・祝）13:30～14:30＞

平成23年度スポット展示「『黄葉夕陽村舎詩』ができるまで」

＜1月27日（金）～３月29日（木）＞

考古学公開講演会「縄文時代の墓制について」

　＜１月14日（土）14:00～15:30＞

こども博物館教室まなびの教室「藍染をしよう」

＜１月29日（日）10:30～12:00，13:30～15:00＞

★広島県立総合体育館（℡：082-228-1111）
http://www.sports.pref.hiroshima.jp
★広島県立文書館（℡：082-245-8444）
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
収蔵文書の紹介展「草創期の広島の新聞」
＜１月10日(火)～３月16日(金)＞
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/sub3.htm
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省
http://www.mext.go.jp/
　

★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家（℡：0854-86-0319）
http://sanbe.niye.go.jp/
歩くスキーフェスティバル
＜１月21日（土）～22日（日）＞

体験の風リレーションシップ事業
「歩くスキーを楽しもう！！inさんべ」
＜１月28日（土）～29日（日）＞

「エンジョイ！！スノーワールド」
＜２月４日（土）～５日（日）＞
さんべミニ冬まつり
＜２月18日（土）～19日（日）＞
体験の風リレーションシップ事業
「ダイナミック！！雪そり大会inさんべ」
＜２月25日（土）～26日（日）＞
体験の風リレーションシップ事業
「宮西達也子育て講演会＆読み聞かせ」
＜３月10日（土）～11日（日）＞

★国立江田島青少年交流の家（℡：0823-42-0660）
http://etajima.niye.go.jp/
平成23年度　子どもゆめ基金事業　体験の風リレーションシップ事業
「ユズリンと歌って踊ってみんなで作るコンサート in 呉」
＜１月29日（日）＞

http://etajima.niye.go.jp/05kyouiku/opendream.html#02 
宿泊施設の空室状況について
http://etajima.niye.go.jp/akisitu.html
★国立吉備青少年自然の家（℡：0866-56-7232）　
http://kibi.niye.go.jp/
平成23年度教育事業一覧

http://kibi.niye.go.jp/index.php/projects/detail/71/
平成23年度教育事業

「子育て支援ハートフルキャンプ」

＜２月18日（土）～19日（日）＞

http://kibi.niye.go.jp/index.php/projects/detail/64/
★国立山口徳地青少年自然の家（℡：0835-56-0111）
http://tokuji.niye.go.jp/
徳地ぽんぽこ自然学校

＜１月28日（土）＞　

天体観測会「星を見る会」

＜１月14日（土）＞ 

石風呂体験会　　　
＜１月６日（金）15日（日）29日，（日）２月５日（日）17日（金）24日（金）＞　

森の手作り教室　

＜１月16日（月）17日（火），２月13日（月）14日（火）＞

徳地サイエンスアドベンチャー教育プログラム
＜２月４日（土）＞
· 放送大学
http://www.ouj.ac.jp/
---------------------------------------------------------------------
■編集後記

---------------------------------------------------------------------
あけましておめでとうございます。
平成23年は日本国民にとってまさしく激動の一年でした。

そんな中, 「はじめに」で所長が述べましたように，地域の「絆」を再構築する最後の砦を守るべく，地域の社会教育・コミュニティ施設の皆様は日々果敢に挑戦されています。先月，県公民館等職員研修会にコーディネーターとして参加させていただき，職員の皆様とお話をさせていただく機会を得ました。社会情勢や行財政改革のうねりの中で，予算や職員数の削減，首長部局への移管，指定管理者制度の導入など，近年の公民館等を取り巻く現状や求められる役割の変化の激しさには驚くべきものがあります。また，そのような厳しい状況の中で，元気を失わずに頑張られている関係職員の方の姿に大変勇気付けられました。
　本年も，公民館等を始め県内の生涯学習・社会教育行政関係職員の皆様に「県立生涯学習センター」としてどのような支援ができるのか新しい可能性を常に模索しながら，「頼りにされる」存在として更なる成長を目指して参りたいと思います。

読者の皆様にとって,新しい年が輝かしいものとなりますように。
今年もよろしくお願いいたします。　　　　　　　　（振興課　松田愛子）　
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